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研究成果の概要：本研究では、『安心』と『見守り』の機能を兼ね備えた独居老人介護支援シス

テムを開発するために、その基礎となるトイレや浴槽内での異常を検知する人物行動識別シス

テム、生活空間情報に基づく植物生体電位の予測システム、読唇のための色特徴量に基づくエ

ネルギーを用いた動的口唇輪郭抽出法、ベイジアンネットを用いた赤外線エリアスキャナによ

る性別識別システム、植物環境情報の顔表現を用いたコミュニケーションシステム等を構築し

た。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

２００８年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：人工知能 
科研費の分科・細目：情報学・知覚情報処理・知能ロボティクス 
キーワード：独居老人, 癒し, 環境認識, 感情認識, 超音波センサ, ペットロボット, 推論の高
速化, 植物生体電位応答 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 これまで申請者らは、ガスセンサや赤外線
センサを用いて独居老人の異常ふるまいを認
知したり、マルチガスセンサを用いて家庭内
で発生する可能性のあるガス状室内空気汚染
物を同定したり、濃度を求めたり、ガス発生
源を逆探知したりして、ガスコンロの消し忘
れ、火災やガス中毒を未然に防ぐシステムを

開発した。また、植物を用いて室内空気浄化
と加湿を実現したり、ペットロボットを撫で
ながら話しかけることにより感情を認識する
システムを開発し、独居老人の平常時の心の
状態を調べたり、ほしいものを表現できない
もどかしさによるイライラ解消のために、オ
ンラインショッピングを対象とした嗜好に基
づく感性語による画像検索システムを開発し
た。これらは、独居老人介護支援システムの
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必要機能として提案してきたが、これだけで
は、まだ十分とは言えず、健康面の一部のチ
ェックと防災の一部の機能が付加されたにす
ぎない。独居老人にアンケートをとったとこ
ろ、「安心できる」、「見守ってほしい」の希望
が特に多かった。そこで本研究では、安心・
見守り型の独居老人介護支援システムを提案
することに至った。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、『安心』と『見守り』の機能を兼
ね備えた独居老人介護支援システムを開発する
ために、その基礎となるサブシステムを構築す
ることを目的とした。具体的には、トイレや浴
槽内での異常を検知する人物行動識別システム、
生活空間情報に基づく植物生体電位の予測シス
テム、読唇のための色特徴量に基づくエネルギ
ーを用いた動的口唇輪郭抽出法、ベイジアンネ
ットを用いた赤外線エリアスキャナによる性別
識別システム、植物環境情報の顔表現を用いた
コミュニケーションシステム等を構築すること
を目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 紙面の関係上、トイレや浴槽内での異常を検
知する人物行動識別システムに関してだけ以下
に述べる。 
◎トイレの天井部に超音波センサを格子状
に配置し、各超音波センサから得られる出力
値の組で姿勢パターンを表す。正常な姿勢パ
ターンを予め登録し、入力された姿勢パター
ンが正常な姿勢パターンでないとき異常が起
きたと見なす。また、ヒストグラム変換を用
いて動作データを求め、基本となる動作デー
タとのユークリッド距離が閾値を超えていれ
ば異常と見なす。ヒストグラム変換の方法は、
５秒間の状態波形を0.5［V］単位で一様量子
化し、量子化された電圧値を階級、その出現
頻度を度数とする。ここで、階級の数である
量子化数をKとし、各電圧値ごとに度数を求
めると、１つの動作から得られる状態波形の
ヒストグラムを K 次元空間内の座標と見な
すことができ、これが動作データである。 
◎浴槽内の異常検知についても同様な方法
で試す（浴槽の真上の天井に超音波センサを
格子状に配置）。これまで、各超音波センサで
天井から水面や頭までの距離を求め、その差
から、水面から頭のてっぺんまでの高さを算
出し、口や鼻が水面下に入っているかどうか
を判別するシステムを提案したが、本手法は
口や鼻が水面下に入る前に異常を検知しよう
とするものである。また、姿勢等を扱うため、
センサの数を２倍にした。 

 
 
 
 
４．研究成果 
 
 以下の機能を実現した。 
・トイレや浴槽内での異常を検知する人物行 
 動識別 
・生活空間情報に基づく植物生体電位の予測 
・読唇のための色特徴量に基づくエネルギー 
 を用いた動的口唇輪郭抽出 
・ベイジアンネットを用いた赤外線エリアス 
 キャナによる性別識別 
・植物環境情報の顔表現を用いたコミュニケ 
 ーション 
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